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          きょうのふくいん （ヨハネ２．１３～２５） 

ユダヤじんのすぎこしさいがちかづいたので、イエスはエルサレムへのぼっていかれた。そしてしんでん

のけいだいでうしやひつじやはとをうっているものたちと、すわってりょうがえをしているものたちをご

らんになった。イエスはなわでむちをつくり、ひつじやうしをすべてけいだいからおいだし、りょうがえに

んのかねをまきちらし、そのだいをたおし、はとをうるものたちにいわれた「このようなものはここからは

こびだせ。わたしのちちのいえをしょうばいのいえとしてはならない。」でしたちは、「あなたのいえをおも

うねついがわたしをくいつくす」とかいてあるのをおもいだした。ユダヤじんたちはイエスに「あなたは、

こんなことをするからのは、どんなしるしをわたしたちにみせるつもりか」といった。イエスはこたえてい

われた。「このしんでんをこわしてみよ、３日でたてなおしてみせる」それでユダヤじんたちは「このしん

でんはたてるのに４６ねんもかかったのに、あなたは３日でたてなおすのか」といった。イエスのいわれる

しんでんとは、ごじぶんのからだのことだったのである。イエスがししゃのなかからふっかつされたとき、

でしたちはイエスがこういわれたのをおもいだし、せいしょとイエスのかたられたことばとをしんじた。 

イエスはすぎこしさいのあいだエルサレムにおられたが、そのなさったしるしをみて、おおくのひとがイ

エスのなをしんじた。しかし、イエスごじしんはかれらをしんようされなかったそれは、すべてのひとのこ

とをしっておられ、にんげんについてだれからもあかししてもらうひつようがなかったからである。イエ

スは、なにがにんげんのこころのなかにあるかをよくしっておられたからである。 

イエスさまのじだいに、いちねんにいちどすぎこしのまつりがあって、くにじゅうのひとたちはかみさまをれいはいする

ためと、ささげものをささげるためにエルサレムのしんでんにあつまってきました。そのささげものがわざわざじぶん

のすんでいるところからもってこなくても、しんでんのなかにわで、いろんなどうぶつをうっていたので、それをかって

ささげものにしていました。しかしかうために、ふだんつかっていたおかねはつかえないので、りょうがえのしょうば

いをするひとがいた。（そのとうじ、ユダヤのくにをおさめていたのはローマのくにでしたので、ふだんはローマのおか

ねをつかっていたから。 

すぎこしさいはしょうばいにんにとっては、おかねもうけができるときですので、かみさまのことよりも、おかねのこと

であたまがいっぱいでしたし、もうけるためにむちゅうでした。 

そのとき、イエスさまはしんでんにこられて、びっくりしてしまいました。「これは、どうなっているのでしょうか」しんで

んはかみさまにいのるばしょなのに、しょうばいのばしょになっていたので、イエスさまはいかってしまいました。 

イエスさまはこの四
し

旬
じゅん

節
せつ

のあいだに、わたしたちによびかけてくださっています。イエスさまは、わたしたちのくるし

みやかなしみもすべてせおってくださったことを、まいにちのせいかつのなかでおもいだしていますか。どんなことよ

りもきょうかいにいくのは一ばんですか。イエスさまがのぞんでいることよりも、じぶんのつうごうでうごいていない

でしょうか。イエスさまはじぶんのこころのなかでなんばんめになっていますか。かみさまのことをわすれていたら、ど

うやってかみさまのやくそくにこたえられますか。だいじょうぶでしょうか。 

リーダーはみなさまのことをおもいだして、にちようび、どうすごしているのでしょうか、いのりをわすれてないでしょう

か、としんぱいしています。 

おうちのかたに、きょうかいにつれていってもらいましょう、かみさま（イエスさま）にであうばしょですので、イエスさ

まにあいにきてね。 


